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際
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リ
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・

テ
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(
1
8
)1
9
8
9
年

(
H
元

)
1
0
月

2
5
日

国
際

ソ
ロ
プ

チ
ミ
ス

ト
函

館
と
合

同
懇

親
会

1
回

日
が

松
橋

博
会

長
の

も
と
で

行
わ

れ
て

お

り
ま
す

。

私
の

人
会

は
、

1
9
6
8
年

2
月

.
当

時
2
9
才

.
1
9
7
2
～

7
3
年

ク
ラ

ブ
幹

事
、

ロ
ー

タ
ー

ア
ク

ト
地

区

委
員

3
年

、
1
9
9
8
～

9
4
年

ク
ラ
ブ

会
長

、
C
S
E
地

区
委

員
3
年

、
1
9
9
9
～

2
0
0
0
年

分
区

代
理

と
さ

せ
て

頂
き

ま
し
た

。
ロ
ー

タ
リ
ー

の
奉

仕
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
中

で
C
S
E
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

素
晴

ら
し
い

プ
ロ

グ
ラ
ム

だ
と
思

い
ま
す
.
C
S
E
メ

ン
バ

ー
が

来
函

し
た

折
り
.
松

前
・

江
差

。
大

沼
と
案

内
し

た
の

で
す

が
、

運
転

南
木

哲
雄

会
員
.
通

訳
野

田
義

成
会

員
で

大
変

お
世

話
に

な
っ
た

事
を
思

い
出

し
ま
す

。

時
間

が
来

て
し

ま
い

ま
し
た
。
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●

よ
く
い
わ

れ
ま
す

が
、
函
館

北
R
.
C
.
は

社
会
奉

仕
を
何

も
し
て

な
い
の

じ
ゃ
な

い
か

と
云
わ

れ
ま
	

υ

す
。

時
間
が

あ
れ

ば
、
社

会
奉
仕

の
件

を
お
話

し
た

い
し
、

ま
だ

ま
だ

お
話

し
し
な

け
れ

ば
な

り
ま
せ

ん
が
.
次

の
機

会
に

と
思

い
ま
す
。	
1
つ

だ
け
、

1
9
7
9
年

1
1
月

2
1
日

に
年
次

大
会
で
使
用

し
た
2
6
-

3
1
7
0
の

電
話

を
合

同
事
務
所

に
函
館

北
R
.
C
.
が

寄
贈

し
て
お

り
ま
す
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・
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R
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日
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プ
ロ
グ

ラ
ム
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ロ
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ラ
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(
1
6
)

(
1
7
)

森
	
	

会
員

…
…

今
日
卓
話

で
す

。

佐
々
木

会
員
…

…
3
0
X
に

協
力

.

南
木
	

会
員
…

…
	
	

″

松
見
	

会
員

…
…
受

付
ご
苦

労
さ
ん
で

す
。

阿
部
	

会
員

…
…
B
o
X
に

協
力
。

0
会

員
皐
籠
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函

館
北

ロ
ー

タ
リ
ー

ク
ラ
プ

の
ぁ
ゆ

み
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森
	
	

秀
樹

会
員

プ
ロ
グ

ラ
ム
委

員
長

山
下

清
司
会

長
に
卓
話

を
ゃ
れ

と
云

う
ご
命

令
で
、
ど

こ
ま
で

お
話

出
来

る
か
。

以
前
は

会
長
の
増

強
も
大
変

で
し
た
。

テ
リ

ト
リ
_
が

あ
り
ま

し
て

、

O
松

橋
博

会
員
は

、
故
吉

井
政
嗣

会
員
の
宮
前
町

の
会
社

吉
井
産
業

に
一
乃
松

出
張
所

を
作

り
大
会
。

O
故

川
村

邦
雄

会
員
は
,
松

陰
町

の
住

所
を
お

父
さ
ん

の
会
社

浅
野

町
川
村
造

船
に
移

し
入
会
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私
が

入
会

し
た
頃
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(
1
9
6
8
)
3
5
0
地

区
で

北
海

道
1
っ

で
し
た
。
1
9
7
0
年

北
海

道
が

2
つ

に
な

り
、
札

幌
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南
に

入
り
、

北
側

が
3
5
0
地

区
、
南
側

は
3
5
1
地

区
に
変
更

に
な

り
、

1
9
7
7
年

2
5
1
地

区
、

1
9
9
0
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2
5
1
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地
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と
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り
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す
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1
9
6
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1
0
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R
.
C
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認
承
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わ
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プ
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で
す
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O
次

週
2
4
日

の
例

会
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2
2
日
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繰
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上
げ

1
2
時

3
0
分

よ
リ
ホ

テ
ル

ォ
ー

ク
ラ
ン

ド
で
開
催
致

し
ま
す
。

O
和

歌
山
城

南
R
.
c
.
よ

り
会

報
が
届

い
て
お

り
ま
す

の
で
回

覧
致

し
ま
す
。

O
函

館
亀

用
R
.
C
.
2
9
日

、
函
館

東
R
.
C
.
3
0
1
1
の

例
会
は

夜
間

例
会

に
変

更
で
す
。

◎
親

腱
活

動
晏
員

会
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夫
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員
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年

(
s
4
8
)
5
月

2
3
日

七
飯

R
.
C
.
と

の
合
同

例
会

会
場

:
函

館
ロ
ィ
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ホ
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函
館

北
R
.
c
.
3
8
名

、
七
販
R
.
C
.
1
6
名

出
席
で

、
第

1
口

合

同
例

会
を
行

っ
て

お
り
ま
す
o
会

長
は

市
"
1
方

大
会

員
、

幹
事
私

森
で
す

。

1
9
7
8
～

7
9
	
北

部
口
~
夕

~
ア

ク
ト
創

立
(
6
月

1
5
日

)

1
9
7
9
～

8
0
	
第

2
5
1
地

区
年

次
大
会
	

函
館

北
、

c
.
ホ

ス
ト
ク
ラ
ブ
・
	
9
月

2
9
日

～
3
0
日

函
館

市
民

会
館
.
ガ

バ
ナ

ー
太
宰

六
郎
会

員
(
函

館
R
.
C
.
)
・

大
会

委
員
長

保
野

純
大
会

員
、
幹

事
	
1
]
川

方
大
会

員
、

出
席

者
1
.
3
6
5
名

.
総

合
司
会

浦
水
幹

夫
会

員
(
S
T

v
局

授
)
、

現
在

地
区
大

会
に
お

い
て

清ヽ
水
会

員
が

ク
ラ
ブ
紹

介
の
時

、
地
域

ク
ラ
ブ

の
特
徴
を
紹
介
す
る
方
法
が
受
け
っ
が
れ
て
お
り
ま
す
。
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